
・ 農業を中心に雇用の拡大を。

・ 農業の販路を確保するため売るスキルを身につけなければならない。

・ 企業の誘致もしてほしい。

・ 住民の意見は市町村の方が聞き入れやすい。

・ 県は主導するより支援に回るべき

・ 地域間のつながりが出来れば、県の活性化につながる。

・ バス路線の運行維持は行うべきだが、赤字等の現状を考えるともっと小さい乗り物でも十分なように思える。

・ バス路線の代替・補完として、現在行われている障がい者送迎サービス（Door to Door）を利用し、対象者を

健常者に拡大することもできるが、地域のタクシー会社との競合が懸念される。

・ よって、タクシーのない中山間地域ではDoor to Doorを推進させ、それ以外の地域ではバス運行は続ける。

施策点検部会（生活・社会基盤部会）での学生（インターン）からの意見
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バス路線の運行維持

地域コミュニティの維持・再生
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・ ライフラインになる道路を優先的に行う。

・ その次に東西を結ぶ道路を作り、観光客増加やIUターンにつながる道路を作る。

・ 地域のニーズに合わせて行うべき。

・ 「定住」へと大きく繋がる施策だとは思えない。

・ 県が中心となって行うべきだが、早急にしなければならない問題ではない。

・ 橋やトンネルに関しては積極的に行うべき。

・ その他の施設についてはあまり必要性を感じないが、除却等の決定は住民の意見が重要。
公共施設の長寿命化対策

居住環境づくり

道路網の整備と維持管理
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